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『定住・移住・交流促進』大作戦 
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１ ｢定住・移住・交流｣促進の背景とねらい 

  中山間地域の集落は、住民の皆さんの生活の場であることはもちろんですが、

地域に伝わる伝統や文化を維持していくとともに、農地や森林の保全を通じて、

自然環境を守り、水源を涵養し、下流域の土砂災害を防止するなど、多面的な公

益的機能を担っています。 

  しかしながら、本市の中山間地域の集落は、全部で９４地区（葵区：７６地区）

ありますが、そのうち、葵区の１７地区が、「限界集落」となっている状況です。 

  また、本市の中山間地域全体で、平成５年に３８，２１８人であった人口が、

平成２０年には、３２，６７６人に減少しております。 

  特に、限界集落の１７地区の合計は、平成５年の１，７８６人が、平成２０年

には１，１１４人に減少しております。 

 

  一方、日本の総人口は、平成１６年の１億２，７８０万人をピークに減少に転

じたと言われている中、現在、「団塊の世代」と呼ばれる昭和２２年から２４年

までに生まれた世代が、大量退職の時期を迎えており、厚生労働省の推計による

とその数は約８００万人であると言われております。 

  すなわち、約８００万人と言われる団塊の世代が、第２の人生のスタートを切

ろうとしている状況です。 

  また、平成２０年５月に国土交通省国土計画局が公表した「二地域居住等に関

する調査」によると、現時点での普及率は４．４％・１９７万世帯(このうち、

二地域居住が１０９万世帯、移住・定住が８８万世帯)となっているが、１０年

後には、１３％に拡大し、二地域居住が３３５万世帯、移住・定住が２１０万世

帯となり、市場規模も約１．５兆円が、１０年後には６．５兆円に拡大するもの

と予測されています。 

 

  中山間地域の活性化を目指していくためには、産業の活性化や雇用の創出、文

化の創造など、様々な取り組みが必要ですが、中でも、定住人口の増加が何より

も必要であり、市内外から中山間地域の集落への移住・交流を促進していくこと

が重要です。 

  そのため、移住・交流を促進する仕組みづくりや、選ばれる集落となるための

魅力づくり、受け皿づくりを進めるための事業の実施が、今こそ必要となります。 
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２ ｢定住・移住・交流｣促進への支援 

 中山間地域への定住・移住・交流を促進していくためには、これらがビジネスと

して成立する仕組みや、田舎暮らしを計画している多くの国民の皆さんに、本市の

中山間地域を選んでもらえるような仕組みを創ることが重要です。 

 

 (1) 移住・交流ビジネス振興協議会の設立 

   中山間地域への移住・交流を促進するためには、移住・交流者への支援がビ

ジネスとして成立することが重要です。 

   行政のみが移住・交流促進策を推進しても、一時的な効果が得られるだけで、

持続的な取り組みには繋がっていきません。 

   行政は、民間事業者が持つノウハウを活用して、本市の中山間地域において、

移住・交流ビジネス市場の開拓に取り組んでいくことが重要です。 

   そこで、早急に、農業協同組合、森林組合、旅行業・観光業、住宅業・不動

産業などの皆さんと「移住・交流ビジネス振興協議会」を設立し、移住・交流

ビジネスの調査や振興のための協議を開始していくことを提案します。 

 

【事業概要】 所管局…経済局 

・移住・交流ビジネス振興協議会の運営(毎年)   １，０００千円 

・移住・交流ビジネス振興基本調査の実施(１回)  ５，０００千円 

・移住・交流ビジネス振興事業の実施(Ｈ22～)    民  間 

 

 

 

 

 (2) 中山間地域移住促進奨励金交付制度の創設 

   中山間地域が持つ公益的機能が多くの市民の皆さんに理解される中、その保

全のために、中山間地域への移住を経済的側面から奨励する制度が必要不可欠

の課題となっています。 

   特に、家族で、田舎暮らしを計画している皆さんを、本市の中山間地域へ誘

導するためには、住宅建設や既設住宅の改修等への支援が効果的です。 

   そこで、本市の中山間地域へ移住しようとする皆さんへ、地域の消防団活動

や町内会活動等のコミュニティ活動への積極的な参加を条件に、住宅建設等に

対する移住促進奨励交付金を交付する制度の創設を提案します。 

 

【事業概要】 所管局…経済局、生活文化局 

  ・中山間地域移住促進奨励交付金の交付(毎年) 

     ３，０００千円(上限) × ５件     １５，０００千円 
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 (3) 定住・移住・交流促進ポータルサイトの開設 

   中山間地域への定住・移住・交流を促進するためには、本市の中山間地域が

持つ魅力や、本市が進める促進策について、広く情報発信していく必要があり

ます。 

   特に、国民の各界各層に幅広く浸透させていくためには、四季折々の自然景

観やイベント情報、生活情報、移住促進のための空き家情報、自然体験や農業

体験・林業体験等のエコツーリズムやグリーンツーリズム情報など、本市の中

山間地域の魅力を総合的かつ機動的な情報発信が重要となります。 

   そこで、定住・移住・交流促進のためのポータルサイトを開設し、全国に向

けた情報発信を開始していくことを提案します。 

   また、その際には、例えば「南アルプス山麓での田舎暮らし」「都会で田舎

暮らし」といったキャッチコピーの検討も提案します。 

 

【事業概要】 所管局…経営企画局、生活文化局 

・定住・移住・交流促進ポータルサイトの開設(１回)３，０００千円 

・ポータルサイトの維持管理(毎年)          ５００千円 

・キャッチコピーの検討(公募)          １，０００千円 
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３ ｢定住・移住・交流｣促進への魅力の発信 

 中山間地域への定住・移住・交流を促進していくためには、本市の中山間地域の

素晴らしさを多くの国民に理解してもらうための取り組みが重要です。 

 

 (1) 南アルプス文学賞の創設 

   本市の中山間地域の魅力を発信していくためには、この地域を舞台とした物

語を創作し、それらをテレビや出版などのメディアを活用して売り出していく

ことが効果的です。 

   そこで、本市の中山間地域の魅力の象徴である南アルプスを冠した文学賞を

創設し、３年に１回、全国から作品を公募することを提案します。 

   なお、作品の著作権は本市が取得し、テレビ局や出版社への積極的な働きか

けを行い、収入を得ることが重要です。 

 

【事業概要】 所管局…環境局、生活文化局 

・南アルプス文学賞賞金(３年毎)        １０，０００千円 

・南アルプス文学賞の啓発、選考(３年毎)     ５，０００千円 

  ・出版・テレビ放映                民   間 

 

※これらの経費の財源は、著作権収入で賄います。 

 

 

 

 (2) 住みたくなる魅力の発信 

   本市の中山間地域への定住を促進していくためには、中山間地域の魅力はも

とより、静岡市全体の魅力の発信が重要であり、静岡市が選ばれる都市となる

ためのシティーセールスの推進が必要となります。 

   そして、中山間地域の魅力発信についても、定住促進の観点から、住みやす

さ、暮らしやすさに力点をおいたキメ細かな対応が必要となります。 

   また、全国の集落の中から、選ばれる集落となるため各集落の特色を、具体

的にアピールすることも重要です。 

   そこで、シティーセールスの推進に際しては、本市の中山間地域の集落に住

みたくなる魅力を発信することを提案します。 

 

【事業概要】 所管局…経済局 

・「いかざあ梅ケ島」「きっせい藁科」キャンペー １０，０００千円 

 ンの実施(毎年) 

・首都圏交流体験ツアーの実施(毎年)       ５，０００千円 
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 (3) 市議会議員・市職員等の率先行動 

本市の中山間地域の魅力を発信していくためには、様々な施策の推進が必要

となりますが、何よりもまず、本市の市議会議員や市職員等が、中山間地域の

魅力を理解することが重要となります。 

   そこで、各分野の施策の立案や推進の際に、中山間地域の特色を加味した施

策の検討を行うとともに、中山間地域への配慮や、特別な取り扱いの必要性を

十分考慮するため、極力、現地視察等を実施するなど、中山間地域の実情把握

に努めるよう提案します。 

   また、市議会や市役所、外郭団体等の親睦旅行等の実施の際は、本市中山間

地域での実施等も考慮し、率先して中山間地域の活性化に貢献するよう努めて

いくことを提案します。 

 

【事業概要】 所管局…総務局 

・市議会議員・市職員の現地視察等の実施        ― 千円 

・各職場の親睦旅行等の実施              自  費 
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４ ｢定住・移住・交流｣促進の受け皿づくり 

中山間地域への定住・移住・交流を促進していくためには、その受け皿となる集

落が、多くの国民から選ばれるよう、各集落の基盤整備や格差解消に努めていくこ

とが重要です。 

 

 (1) がんばる集落応援プログラム 

   中山間地域の集落への定住・移住・交流促進のためには、各集落の実情に合

わせた基盤整備や魅力づくりが必要となります。 

   各集落には、それぞれの歴史があり、それぞれの課題や目指す集落の姿にも

違いがあります。 

   そこで、集落の特色を活かし、活性化や移住の促進に向けた事業を実施しよ

うとする集落に対しては、「がんばる集落応援プログラム」を創設して支援を

行うよう提案します。 

 

【事業概要】 所管局…経済局 

・がんばる集落応援プログラムの実施(毎年) 

   ５０，０００千円(上限) × ２集落  １００，０００千円 

 

 

 

 

 (2) ハンディキャップ解消メニューの整備 

中山間地域の集落への移住促進のためには、生活、医療、福祉、教育などの

様々な面での、市街地との格差の解消が必要です。 

   この格差は、自然的・社会的条件に起因するものであり、物理的に解消が困

難なものがありますが、行政サービスの面で特段の配慮を行うことにより、全

体として、中山間地域と市街地との格差を埋めていくことが可能となるものと

考えます。 

   そこで、行政サービスの中から、法令等に反しない範囲で「ハンディキャッ

プ解消メニュー」を整備し、本市の中山間地域に定住することのメリットを提

案します。 

 

【事業概要】 所管局…教育委員会、保健福祉子ども局ほか 

・ハンディキャップ解消メニューの整備(毎年) 

  例) 給食費の無料化、子供医療費の無料化、市街地への通勤・通

学費の助成、市街地での無料駐車場の整備、子育て支援手当

の支給、消防分団運営費の増額支援、清流保全手当の支給 等 
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む す び に 

  世界自然遺産にも匹敵する顕著で普遍的な価値を有する南アルプスに連なる

本市の中山間地域は、「物質的豊かさ」より「心の豊かさ」を重視する国民意識

の変化の中で、無限の可能性を秘めた地域へと大きく変貌しつつあります。 

  しかし、このような時代の変化を的確に受け止め、本市の中山間地域の活性化

に直接繋げていくためには、効果的で実行性の高い政策を総合的に推進していく

ことが、必要不可欠の課題であります。 

  中でも、人口減少が著しい各集落への定住人口増加策の推進が、喫緊の課題と

して位置付けられるに至っております。 

 

  我々は、このような状況の中、定住人口の増加のためには、中山間地域の各集

落への移住・交流促進策が必要であるとの認識のもと、今回、「葵区中山間地域

『定住・移住・交流促進』大作戦」を取りまとめました。 

  今回の提案は、予算化がすぐにでも可能なソフト事業を中心に、定住・移住・

交流促進にポイントを絞って策定したところであり、平成２１年度予算からの実

施が大いに期待されるところであります。 

 

  また、中山間地域の活性化に向けて、長期的には水道料金の上乗せ等による財

源の確保の課題や、農林業や観光の振興による産業基盤の確立が必要であり、こ

れらを持続的に取り組んでいくための「（仮称）中山間地域振興事業課」の創設

が求められるところであり、当局の積極的な対応を大いに期待するとともに強く

要望するところであります。 

  今回の提案により、老若男女を問わず、多くの人々の笑顔があふれる中山間地

域へと変貌していくことを祈念しつつ、皆さんのご理解とご協力をお願いする次

第であります。 

 


